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　浦和法人会女性部会では、租税教育の一環として小学生を対象に「税に関する絵はがきコンクール」を開催しています。
 第11回となる今年度は、管内の小学校30校から1179点もの作品が寄せられました。たくさんのご応募ありがとうございま
した。選考会は、12月4日㈬さいたま商工会議所会館において、浦和税務署ならびにさいたま市、さいたま市教育委員会、関東
信越税理士会浦和支部、美術専門家の方にご列席いただき、厳正な審査の結果、優秀賞作品８点、入選作品7点、特別賞1点を
決定しました。

浦
和
税
務
署
長
賞

●
仲
町
小
学
校

　菊
池

　ほ
の
か 

さ
ん

さ
い
た
ま
市

租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞

●
三
室
小
学
校

　中
原

　凛 

さ
ん

関
信
越
税
理
士
会
浦
和
支
部
長
賞

●
尾
間
木
小
学
校

　中
原

　寧
々 

さ
ん

浦
和
法
人
会
青
年
部
会
長
賞

●
尾
間
木
小
学
校

　山
野
井

　杏
子 

さ
ん

浦
和
法
人
会
女
性
部
会
長
賞

●
仲
町
小
学
校

　小
林

　璃
子 

さ
ん

第11回 税に関する絵はがきコンクール

さいたま市教育長賞
●大戸小学校
　小髙　愛永 さん

さいたま市長賞
●仲町小学校
　小坂　雫 さん

浦
和
法
人
会
長
賞

●
大
門
小
学
校

　西
門

　葵 

さ
ん

応募作品の多かった
７校（北浦和、三室、
尾間木、大牧、上落
合、大戸、鈴谷小学
校）に学校賞を贈呈
しました。今後もたく
さんのご応募をお待
ちしております。

埼
玉
県
連
女
連
協 

優
秀
賞

関
信
局
女
連
協 

優
秀
賞
受
賞
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●
北
浦
和
小
学
校

　菅
野

　杏 

さ
ん

●
北
浦
和
小
学
校

　奥
村

　桃
香 

さ
ん

●
尾
間
木
小
学
校

　相
場

　麻
里
香 

さ
ん

●
尾
間
木
小
学
校

　髙
橋

　優
花 

さ
ん

●
上
落
合
小
学
校

　宮
田

　穂
乃
実 

さ
ん

●
沼
影
小
学
校

　臼
田

　結
咲 

さ
ん

●
神
田
小
学
校

　三
澤

　莉
乃 

さ
ん

●
浦
和
ル
ー
テ
ル
学
院
小
学
校

　柳

　琴
乃 

さ
ん

入　選

特別賞

第１1回税に関する絵はがきコンクール表彰式
　２月２１日㈮ロイヤルパインズホテル浦和において、「第１１回税に関する絵はがきコンクール」の表彰式が執り行
われました。保護者の見守る中、入賞した児童の皆様に表彰状と副賞が手渡されました。副賞には授賞作品を印刷し
た切手シートをご用意し、児童の皆さんやご家族からの喜びの声が聞かれました。また女性部会長賞を受賞した小林
璃子さんが埼玉県連女連協優秀賞・関信局女連協優秀賞のトリプル受賞となりました。
　浦和法人会では、多くの小学生に当コンクールの趣旨をご理解いただくとともに、税への理解が広まるよう、積極的
に活動してまいります。

女性  部会

浦和税務署長賞

関信局女連協優秀賞
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　２月21日㈮ロイヤルパインズホテル浦和にて女性部会創立40周年記念式典を開催しました。当日は浦和
税務署をはじめ関係諸団体からのご来賓及び女性部会員の皆様にご出席いただき、創立40周年を祝うとと
もに、長年女性部会の活動に貢献いただいた方々の感謝状贈呈を行いました。
　祝賀会では木崎囃子会による記念公演が行われ、獅子舞や大黒様、おかめひょっとこが登場し、女性部
会の40周年を祝いました。

　女性部会では租税教育事業として県民の日に小学生向けのタックスツアーの開催・税務知識向上を目指し
税務研修会、親睦事業として県外視察研修を行っております。新規入会者を随時受け付けております。興味
のある方は事務局までお問い合わせください。

女性部会  創立40周年記念式典

式典

部会長挨拶
三富部会長

来賓挨拶
池田会長

開会挨拶
丸山副部会長

乾杯　関東信越税理士会
浦和支部　鈴木支部長

記念講演　木崎囃子会

中締め　提携生損保３社
閉会挨拶
宇野副部会長

感謝状贈呈
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　令和７年１月31日㈮ロイヤルパインズホテル浦和
において新春公開講演会・賀詞交歓会を開催いたし
ました。新春公開講演会では講師に佐々木宏氏を迎
え、「いい♨加減にしろ　かえってよかった　世の
中バカなのよ」とのテーマにてクリエイティブディレク
ターとしてご活躍されているご自身の経験を中心にお
話しいただきました。賀詞交歓会では木崎お囃子会に
よる獅子舞の余興も行われ、盛会のうちに終わりま
した。

　浦和区北支部では、11月24日㈰見沼田んぼ周辺に
おいて、冬野菜を収穫するイベントを開催いたしまし
た。家族連れでの参加も多く、白菜の大きさ比べや玉
ねぎの植え付けなど大いに盛り上がりました。次回は
初夏に開催予定です。日程が決まり次第ホームページ
に掲示いたしますのでご確認ください。

新春公開講演会

　南区支部では、２月17日㈪に武蔵浦和コミュニテ
ィセンターにて埼玉県警察本部　生活安全部サイバー
局サイバー対策課による『サイバーセキュリティ対策
セミナー』を開催いたしました。サイバー攻撃の現状
と対策について、分かりやすく解説いただきました。

南区支部公開講座

　浦和区・浦和区北支部合同で、２月26日㈬にカル
タスホールにて「第10回ミニ盆栽講座」を開催いたし
ました。今回も山田香織氏を講師にお招きし、ヒメシ
ャラのミニ盆栽づくりを楽しみました。

浦和区・浦和区北支部公開事業
「第10回ミニ盆栽講座」

　中央区支部では、３月３日㈪さいたま芸術劇場にお
いて音楽コンサート「埼玉大学教員によるSpring 
Concert ピアノとフルートによる名曲をあなたに！」
を開催いたしました。竹澤栄祐先生のフルート演奏を
中心にクラシックの美しい調べを楽しみました。

中央区支部公開コンサート
「埼玉大学教員によるSpring Concert」

支部事業報告

浦和区北支部公開事業「冬の大収穫祭」
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話
題
を
聞
き
解
く

花
の
移
動
販
売

文
＝
阿
久
戸
嘉
彦

﹇
あ
く
と
・
よ
し
ひ
こ
﹈
月
刊
Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ　

Ｒ
Ｅ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
発
行
人
、

有
限
会
社
地
域
環
境
ネ
ッ
ト
代
表
取
締
役
。
ラ
イ
タ
ー
・
編
集
者
。『
こ

の
男
、
行
動
力
。
清
水
勇
人
』（
埼
玉
新
聞
社
）
な
ど
。

旅する花屋がともす「街の灯」

アララギ生花店・店主

蘭 　 雅 人  さん

［あららぎ・まさと］旅する道花師。群馬県玉村町在住。花と絵と本が好き。ミュージシャンから
一転、花屋で修行を始め、技術や知識を学んだ。花に色を着ける「染め」に独自の技術を持ち、
多色に染める色彩感覚が人気。

秘密基地で 24 時間、無人販売実験中。土日のみ

　

埼
玉
県
最
北
端
の
町
、
上
里
町
。
Ｊ
Ｒ
高
崎

線
の
神
保
原
駅
前
に
不
思
議
な
花
屋
が
現
れ
た
。

た
だ
、
ひ
と
目
見
た
だ
け
で
は
、
こ
こ
が
店
舗

だ
と
絶
対
に
分
か
ら
な
い
。
ま
し
て
や
花
を
売
っ

て
い
る
な
ん
て
、
思
い
も
寄
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、

輸
送
コ
ン
テ
ナ
を
空
き
地
に
ポ
ン
と
置
い
た
だ

け
だ
か
ら
。

　

店
主
に
や
る
気
が
あ
る
の
か
な
い
の
か
、
看

板
す
ら
掲
げ
て
い
な
い
。
い
や
正
確
に
言
え
ば
、

あ
る
に
は
あ
る
。
た
だ
し
地
べ
た
に
直
に
置
い

て
あ
る
。

　

ア
ラ
ラ
ギ
生
花
店
。
普
段
は
軽
バ
ン
に
花
を

載
せ
て
、
埼
玉
や
群
馬
な
ど
北
関
東
を
移
動
し

な
が
ら
花
を
売
っ
て
い
る
。
と
き
に
は
遠
く
関

西
に
ま
で
足
を
伸
ば
す
こ
と
も
あ
る
と
い
う
か

ら
、
も
は
や
移
動
販
売
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。
旅

す
る
花
屋
だ
。

　

な
ん
で
ま
た
、
わ
ざ
わ
ざ
移
動
し
な
が
ら
花

を
売
る
の
か
。
そ
も
そ
も
移
動
販
売
を
な
ぜ
思

い
つ
い
た
の
か
。
そ
し
て
、
ポ
ツ
ン
と
置
か
れ

た
コ
ン
テ
ナ
店
舗
の
謎
。
早
速
、
店
主
に
聞
き

解
こ
う
。

　
　
　
　
　

◇　
　
　
　
　

◇

　

生
花
店
の
主
は
、
蘭
雅
人
さ
ん
。
若
い
頃
は

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
を
目
指
し
て
い
た
。
思
い
描

い
た
よ
う
に
芽
が
出
ず
も
や
も
や
し
て
い
た
時

期
に
、
今
に
つ
な
が
る
出
来
事
が
起
こ
っ
た
。
何

の
気
な
し
に
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
に
描
い
た
１
輪
の

花
。
そ
れ
は
、
実
在
す
る
も
の
で
は
な
く
、
花

の
イ
メ
ー
ジ
を
独
創
的
に
表
現
し
た
も
の
だ
っ

た
。
こ
れ
は
売
れ
る
、
と
直
感
し
た
。

　
「
思
え
ば
、
あ
の
花
に
導
か
れ
て
き
た
気
が
す

る
」。
そ
れ
か
ら
１
カ
月
間
、
部
屋
に
籠
っ
て
ひ

た
す
ら
絵
を
描
き
続
け
、
数
カ
月
後
に
は
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
路
上
で
作
品
を
売
っ
て
い
た
。

　

花
と
絵
と
本
が
好
き
。
旅
す
る
花
屋
を
始
め

る
ま
で
、
20
年
ほ
ど
花
屋
な
ど
で
技
術
と
知
識

を
学
び
、
経
験
を
積
ん
だ
。

　

名
刺
に
は
「
道
花
師
」
と
あ
る
。
道
端
で
花

を
売
る
人
と
い
う
意
味
だ
ろ
う
。「
ピ
エ
ロ
や
ク

ラ
ウ
ン
が
好
き
な
の
で
」。
滑
稽
な
芸
で
人
を
笑

顔
に
す
る
道
化
師
に
倣
っ
た
と
い
う
が
、
旅
す

る
花
屋
の
肩
書
き
に
ぴ
っ
た
り
だ
し
、
意
味
深

な
印
象
も
あ
る
。

　

道
化
と
花
屋
と
い
え
ば
、
チ
ャ
ー
リ
ー
・

チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
の
映
画
「
街
の
灯
」
を
思
い
出
す
。

チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
が
演
じ
る
貧
し
い
男
が
、
街
角

で
花
を
売
る
盲
目
の
娘
と
出
会
い
一
目
惚
れ
す

る
。
金
持
ち
の
紳
士
だ
と
勘
違
い
さ
れ
た
男
は
、

娘
の
目
の
治
療
費
を
稼
ぐ
た
め
に
悪
戦
苦
闘
す

る
、
と
い
う
あ
ら
す
じ
で
、
特
に
ラ
ス
ト
シ
ー

ン
が
い
い
。
花
屋
を
開
い
た
娘
に
再
会
し
て
、

男
が
戸
惑
っ
た
表
情
を
浮
か
べ
て
聞
く
。

「You can see now
 ?

」

　

恋
す
る
人
に
再
会
し
た
驚
き
と
喜
び
。
そ
し

て
貧
し
さ
を
知
ら
れ
た
、
知
っ
て
し
ま
っ
た
と

い
う
困
惑
。
演
技
力
と
無
声
映
画
の
短
い
字
幕

で
表
現
さ
れ
た
寡
黙
さ
が
、
観
た
人
に
様
々
な

後
味
を
残
す
。「
人
生
の
灯
」
を
教
え
て
く
れ
る

名
作
だ
。

　

さ
て
、
道
花
師
は
ど
ん
な
灯
を
と
も
す
の
だ

ろ
う
か
。

　

花
の
移
動
販
売
を
始
め
た
の
に
は
、
理
由
が

あ
る
。
背
中
を
押
し
た
の
は
、
夫
を
亡
く
し
た
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女
性
の
言
葉
だ
っ
た
。「
仏
前
に
花
を
手
向
け
た

い
が
、
高
齢
で
買
い
物
に
行
け
な
い
」。
花
を
通

じ
て
出
会
っ
た
人
に
少
し
で
も
笑
顔
に
な
っ
て

ほ
し
い
と
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
ヒ
ン
ト
に
思
い
立

ち
、
行
商
の
道
を
選
ん
で
３
年
に
な
る
。

　

自
宅
な
ど
へ
出
向
い
て
は
、
客
の
好
み
の
色

や
品
種
な
ど
を
細
か
く
聞
い
て
花
束
を
設
え
る
。

客
に
直
接
手
渡
す
の
が
、
道
端
で
花
を
売
る
道

花
師
の
流
儀
だ
。

　
「
花
を
見
れ
ば
、
ど
ん
な
人
で
も
自
然
と
笑
顔

に
な
る
。
花
が
あ
れ
ば
暮
ら
し
が
ち
ょ
っ
と
素

敵
に
な
る
。
そ
ん
な
小
さ
な
喜
び
や
幸
せ
を
届

け
た
い
」。

　

縁
が
あ
っ
て
、
神
保
原
駅
近
く
に
出
店
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
毎
週
月
曜
の
午
後
、
借
り
た

空
き
地
に
車
を
止
め
て
１
束
１
０
０
０
円
で
花

を
売
る
。
看
板
を
出
し
た
り
、
特
別
に
チ
ラ
シ

を
配
っ
た
り
し
な
い
。
い
つ
も
の
よ
う
に
Ｓ
Ｎ

Ｓ
で
知
ら
せ
る
だ
け
。
そ
れ
で
も
口
コ
ミ
で
広



小さな喜びと幸せ 車にのせて

ピエロが好き。人を笑顔にする道化師に倣って「道花師」を名乗り、花で街や人の暮らしに灯をともす

この日は、得意先のレストランで花手水を設えた

花に色を着ける独自の「染め」（写真・アララギ生花店）

　

出
店
す
る
よ
う
に
な
っ
て
１
カ
月
ほ
ど
が

経
っ
た
年
明
け
、
旅
す
る
花
屋
に
居
場
所
が
で

き
た
。
コ
ン
テ
ナ
は
、
空
き
地
を
貸
し
て
く
れ

た
地
主
の
計
ら
い
。「
好
き
勝
手
に
使
っ
て
い

い
」。
店
舗
や
住
宅
が
減
っ
て
さ
び
し
く
な
っ
た

駅
通
り
を
思
う
地
元
の
寺
、
安
盛
寺
の
住
職
だ
っ

た
。「
面
白
い
こ
と
を
や
れ
ば
い
い
。
そ
し
て
、

空
き
地
の
コ
ン
テ
ナ

秘
密
基
地
で
始
め
る
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が
り
、
近
所
の
人
が
や
っ
て
来
る
よ
う
に
な
っ

た
。
定
期
出
店
を
知
っ
た
フ
ォ
ロ
ワ
ー
が
わ
ざ

わ
ざ
遠
方
か
ら
訪
ね
て
く
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

　

花
の
持
ち
が
い
い
、
品
種
が
豊
富
で
華
や
か

な
ど
、
客
の
評
判
は
上
々
だ
。
車
を
の
ぞ
い
た

客
が「
春
ら
し
く
て
き
れ
い
」と
口
に
す
る
。「
素

敵
な
花
を
見
せ
て
も
ら
え
た
、
あ
り
が
と
う
」

と
感
謝
の
言
葉
を
残
す
人
も
い
る
。
正
直
、
商

売
は
ま
だ
ま
だ
だ
が
、
あ
り
が
と
う
の
深
さ
を

思
い
知
っ
た
。

儲
け
が
出
た
ら
地
元
へ
還
元
し
て
ほ
し
い
」。
涙

が
出
た
。

　
「
こ
こ
で
何
が
で
き
る
の
か
、
今
は
ま
だ
分
か

ら
な
い
。
た
だ
、
住
職
の
厚
意
と
地
元
へ
の
思

い
に
全
力
で
応
え
た
い
」。
始
め
た
の
は
、
花
の

無
人
販
売
。
今
は
実
験
的
に
土
曜
か
ら
日
曜
日

に
か
け
て
24
時
間
、
コ
ン
テ
ナ
の
扉
を
開
け
て

い
る
。

　

突
然
現
れ
た
コ
ン
テ
ナ
が
、
駅
通
り
を
行
き

交
う
人
の
視
線
を
集
め
る
。
車
を
止
め
て
花
を

売
っ
て
い
る
と
、
謎
に
引
か
れ
て
自
然
に
人
が

寄
っ
て
く
る
。
あ
れ
こ
れ
尋
ね
ら
れ
る
し
、
看

板
く
ら
い
掲
げ
ろ
と
助
言
も
し
て
く
れ
る
。
コ

ン
テ
ナ
が
あ
る
だ
け
で
、
空
き
地
は
人
が
寄
る

場
に
な
っ
た
。「
人
と
つ
な
が
る
の
は
楽
し
い
。

こ
こ
は
秘
密
基
地
、
使
い
方
を
考
え
る
だ
け
で

ワ
ク
ワ
ク
が
止
ま
ら
な
い
」。

　

旅
す
る
花
屋
が
と
も
し
た
小
さ
な
「
街
の
灯
」。

そ
の
先
に
は
、
ど
ん
な
地
域
の
未
来
が
見
え
る

の
だ
ろ
う
。

「You can see now
 ?

」
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丸い
地球で環境を考える

　
「
川
の
国
埼
玉
」、
海
は
な
い
け
ど
川
が
あ
り
ま
す
。
埼
玉
県
に

は
荒
川
と
利
根
川
の
二
大
河
川
が
流
れ
、
鴻
巣
市
と
吉
見
町
の

境
を
流
れ
る
荒
川
の
川
幅
が
２
︐５
３
７
メ
ー
ト
ル
で
日
本
一
で

す
。
利
根
川
は
支
流
を
含
め
た
流
域
面
積
は
約
１
６
︐８
４
０
平

方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
日
本
一
広
い
川
で
す
。
県
土
に
占
め
る
河
川

面
積
の
割
合
は
３
・
９
％
で
全
国
第
2
位
、
徳
島
県
の
４
・
５
％
に

敵
い
ま
せ
ん
。
世
界
で
一
番
広
い
川
は
ア
マ
ゾ
ン
川
、
利
根
川
の

４
０
０
倍
、
日
本
の
面
積
の
18
倍
の
７
０
５
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
、
上
に
は
上
が
あ
る
も
の
で
す
。
と
こ
ろ
で
、
地
球
上
で
の
淡

水
の
占
め
る
割
合
は
２
・
５
％
。
そ
れ
も
大
部
分
が
氷
河
や
氷
山

で
、
人
が
利
用
で
き
る
淡
水
の
地
表
水
は
、
地
球
上
の
全
て
の
水

の
０
・
０
１
％
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
雨
や
雪
に
よ
っ
て
循
環
し
て
い

る
約
10
万
立
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
水
で
、
人
は
生
か
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

人
間
が
必
要
と
す
る
水
の
量
は
、ど
れ
だ
け
な
の
で
し
ょ
う
か
。

国
際
基
準
で
は
「
家
庭
か
ら
安
全
な
水
源
ま
で
1
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

以
内
、
1
日
20
リ
ッ
ト
ル
以
上
の
安
全
な
水
」
を
確
保
す
べ
き
だ

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
家
庭
水
と
し
て
1
日
に
１
人
当

た
り
２
５
０
リ
ッ
ト
ル
、
飲
料
用
と
し
て
は
２
〜
３
リ
ッ
ト
ル
、

残
り
は
生
活
用
水
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
幸
い
、
日
本
で
は

水
質
、
水
量
と
も
に
安
心
・
安
定
し
た
水
道
供
給
が
な
さ
れ
て
い

ま
す
。
蛇
口
を
ひ
ね
っ
て
出
て
く
る
水
は
厚
生
労
働
省
、
台
所
の

排
水
口
か
ら
下
水
道
に
入
っ
た
水
は
国
土
交
通
省
の
管
轄
で
し
た

が
、
２
０
２
４
年
4
月
か
ら
は
水
道
業
務
の
全
般
は
国
交
省
が
所

管
し
、
水
質
部
分
の
所
管
を
環
境
省
が
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

身
近
な
埼
玉
の
川
や
、
川
へ
流
れ
込
む
下
水
道
の
水
質
は
安
全

な
の
で
し
ょ
う
か
。
環
境
省
は
河
川
の
衛
生
指
標
微
生
物
と
し
て

大
腸
菌
数
を
環
境
基
準
項
目
に
定
め
て
い
ま
す
。
埼
玉
県
で
は

２
０
１
８
年
に
測
定
地
点
20
ヶ
所
で
基
準
値
を
超
過
し
て
い
ま
し

た
が
、
２
０
２
２
年
で
は
約
半
分
に
改
善
さ
れ
て
い
ま
す
。
環
境

科
学
国
際
セ
ン
タ
ー
で
は
２
０
２
１
年
か
ら
２
０
２
３
年
に
か
け

て
、
延
べ
１
９
０
地
点
で
詳
細
な
測
定
を
行
い
、
民
家
に
設
置
さ

れ
た
浄
化
槽
で
は
定
期
的
な
塩
素
剤
の
添
加
後
に
、
生
活
排
水
を

流
す
こ
と
を
守
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
を
示
し
ま
し
た
。
一

方
、
大
勢
の
行
楽
客
が
水
遊
び
を
す
る
川
の
下
流
域
で
は
、
大
腸

菌
数
は
低
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
安
堵
し
て
い
ま
す
。

　

生
活
排
水
は
、
ど
れ
く
ら
い
川
に
流
れ
込
ん
で
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。
環
境
科
学
国
際
セ
ン
タ
ー
で
は
、
お
風
呂
の
入
浴
剤
に
含

ま
れ
て
い
る
フ
ル
オ
レ
セ
イ
ン
と
い
う
蛍
光
物
質
を
測
定
し
て
、

生
活
排
水
が
川
水
に
混
じ
る
割
合
を
、
あ
ま
り
手
間
を
か
け
ず
に

わ
か
る
分
析
手
法
を
開
発
し
ま
し
た
。
し
か
し
入
浴
剤
は
、
冬
場

し
か
使
わ
な
い
の
で
は
と
い
う
疑
問
が
残
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
通

年
で
測
定
し
て
み
る
と
、
季
節
変
動
は
あ
り
ま
す
が
、
夏
場
も
使

用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
、
今
後
は
、
そ
の
濃
度
を
も
と
に

季
節
に
応
じ
て
計
算
す
る
と
、
川
へ
の
生
活
排
水
の
混
入
率
、
川

の
綺
麗
さ
が
迅
速
に
わ
か
る
よ
う
に
な
り
そ
う
で
す
。

　

そ
ん
な
埼
玉
県
の
川
に
は
、
ど
ん
な
魚
が
住
ん
で
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。
特
定
外
来
生
物
も
含
め
、
約
50
種
類
が
生
息
し
て
い

る
そ
う
で
す
。
そ
れ
を
知
る
た
め
に
県
や
市
が
協
力
し
て
魚
を
捕

獲
し
、
調
査
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
近
年
、
環
境
Ｄ
Ｎ
Ａ
と
い
う

生
物
の
糞
な
ど
の
代
謝
物
を
通
じ
て
、
生
物
か
ら
川
水
に
放
出
さ

れ
る
遺
伝
子
を
分
析
す
れ
ば
、
魚
種
の
分
布
状
況
や
、
特
定
の
魚

の
分
布
や
生
息
密
度
を
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
1
リ
ッ
ト
ル
程
度
の
川
の
水
を
く
ん
で
分
析
を
す
れ
ば
、

そ
の
周
辺
で
ど
ん
な
魚
が
い
る
の
か
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
す
。

　

し
か
し
、
魚
種
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
検
出
し
て
も
、
魚
が
見
つ
か
ら
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
鯖
や
マ
グ
ロ
の
空
き
缶
か
ら
流
れ
出
し

た
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
検
出
し
て
し
ま
い
、
川
な
の
に
海
魚
が
い
る
こ
と
に

な
っ
た
り
す
る
の
で
、
色
々
な
手
法
を
使
っ
て
確
か
め
る
こ
と
も

必
要
で
す
。
山
の
中
の
珍
し
い
キ
ノ
コ
を
必
死
で
探
し
て
見
つ
け

れ
ば
、
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
を
示
せ
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
山

に
こ
の
キ
ノ
コ
が
な
い
と
い
う
証
明
を
す
る
の
は
、
と
て
つ
も
な

い
努
力
が
必
要
で
し
ょ
う
。
環
境
Ｄ
Ｎ
Ａ
で
検
出
で
き
て
い
な
い

魚
が
、
目
の
前
を
泳
い
で
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
も
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
。
や
は
り
実
際
に
魚
を
見
た
と
い

う
実
体
験
に
は
、
実
験
室
で
の
測
定
は
及
ば
な
い
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

百聞は一見にしかず
埼玉県環境科学国際センター・総長

東京大学名誉教授

植松　光夫

参考文献
渡邊圭司ら「埼玉県内の公共用水域（河川）における大腸菌数環境基準超過地点の特徴」全国環境研会誌 , 
Vol. 42, No. 4, p23-28（2024）
池田和弘「ココが知りたい埼玉の環境（53）- 川の水にも蛍光物質が溶けていると聞きました。どのようなも
のがあるのでしょうか。」埼玉県環境科学国際センターニュースレター , Vol. 62, p. 4（2024）

図  埼玉県 GIS（地理情報システム）によるおさかな環境マップで、例としてアユの環境 DNA が検出され
た分布図。埼玉県水環境課・環境科学国際センターで 2018 〜 2023 年に調査 ( 担当：木持謙 )。「埼
玉県おさかな環境マップ」で検索できます。
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明
昌
野
秦

なぞ解きなぞ解き
23
「
縄
文
の
命
」、再
生
へ
の
願
い

　
「
銀
母 

金
母 

玉
母 

奈
爾
世
武
爾 
麻
佐
禮
留
多
可
良 

古
爾
斯
迦
米
夜
母
」。
山や

ま
の
う
え
の

上
億
良お

く
らの

歌
で
あ

る
。
原
文
は
万
葉
仮
名
で
あ
る
。「
銀

し
ろ
が
ねも

金く
が
ねも

玉
も
何
せ
む
に 

ま
さ
れ
る
宝
子
に
し
か
め
や
も
」。
古

来
よ
り
子
は
宝
で
あ
り
、
社
会
の
宝
で
も
あ
っ
た
。

　

さ
て
「
出
産
は
女
性
の
大
役
」
と
い
わ
れ
、
い
つ
の
時
代
で
も
出
産
は
尊
い
行
為
で
あ
る
。
古
来

よ
り
新
た
な
命
の
誕
生
は
祝
福
さ
れ
る
出
来
事
だ
が
、
戦
前
ま
で
は
死
に
つ
な
が
る
危
険
を
伴
っ
て

い
た
。
時
代
が
下
る
ほ
ど
子
ど
も
を
授
か
っ
て
も
、
そ
の
多
く
が
幼
い
う
ち
に
亡
く
な
る
こ
と
も
多

か
っ
た
。
青
森
県
三
内
丸
山
遺
跡
で
は
、
大
人
の
埋
葬
施
設
の
六
倍
近
い
八
百
八
十
基
余
の
新
生
児

を
埋
葬
し
た
埋
甕
が
発
掘
調
査
さ
れ
て
い
る
。

　

中
央
区
本
町
東
の
巽

た
つ
み

遺
跡
は
お
よ
そ
五
千
年
前
の
集
落
遺
跡
で
あ
る
。
発
掘
調
査
で
は
、
第
一

号
竪
穴
住
居
に
二
回
の
増
築
痕
が
認
め
ら
れ
た
。
一
人
分
の
増
築
面
積
は
約
二
・
五
平
方
メ
ー
ト

ル
余
で
あ
る
。
家
族
が
二
人
増
え
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
後 

死
産
が
あ
り
入
口
近
く
に
「
え
な
」

（
お
腹
の
中
で
胎
児
を
守
っ
て
い
た
袋
等
）
を
入
れ
た
深
鉢
形
土
器
が
埋
め
ら
れ
、
毎
日 

母
親
が

「
胞え

な
つ
ぼ

衣
壺
」
を
ま
た
ぐ
こ
と
で
、
死
産
で
あ
っ
た
子
の
命
が
再
び
母
親
の
体
内
へ
も
ど
り
生
ま
れ
変

わ
る
と
考
え
ら
れ
た
様
子
を
伝
え
て
い
る
。
ま
さ
に
「
子
は
宝
」
な
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の

胞
衣
壺
の
慣
習
は
戦
前
ま
で
大
久
保
地
区
の
農
家
で
も
伝
承
さ
れ
て
い
る
（
註
１
）。

　

一
方
、
土
偶
・
岩
偶
は
旧
石
器
時
代
か
ら
縄
文
時
代
へ
続
く
女ビ

ー
ナ
ス神

信
仰
を
継
承
す
る
呪
術
具
で
あ

る
。
さ
い
た
ま
市
内
で
最
古
の
土
偶
は
、
縄
文
時
代
早
期
と
考
え
ら
れ
る
緑
区
「
大
間
木
内
谷
遺
跡
」

出
土
の
岩
偶
で
あ
る
。
高
さ
十
三
・
三
㎝
、
幅
七
・
五
㎝
あ
る
。
頭と

う
け
い
ぶ

頸
部
を
凸
状
に
削
り
出
し
線
刻
で

腕
等
を
描
い
て
い
る
。
中
央
に
は
臍へ

そ

を
表
す
窪
み
が
あ
る
。
縄
文
時
代
前
期
の
緑
区
「
松
木
遺
跡
」

で
は
、
高
さ
二
・
七
㎝
、
重
さ
五
ｇ
の
小
形
手
づ
く
ね
土
偶
が
出
土
し
て
い
る
。
三
角
錐
の
体
形
に

豊
満
な
乳
房
と
豊
か
な
腹
部
を
表
現
し
て
い
る
。
腹
部
の
中
央
に
は
臍
を
表
す
窪
み
が
あ
る
。
そ
の

他
、
同
期
の
緑
区
「
井
沼
方
遺
跡
」
で
は
高
さ
五
㎝
余
の
板
状
土
偶
の
破
片
も
出
土
し
て
い
る
。
縄

文
時
代
中
期
の
南
区
「
根
岸
遺
跡
」
で
は
、
編
み
込
ん
だ
髪
を
橋
状
に
渡
す
（
註
２
）
結
髪
土
偶
の

頭
部
か
ら
肩
部
破
片
が
出
土
し
て
い
る
。
顔
面
は
こ
の
時
代
の
特
徴
で
あ
る
吊
り
上
っ
た
目
を
持
ち
、

高
さ
五
・
三
㎝
、
幅
三
・
九
㎝
で
あ
る
。
縄
文
時
代
後
期
か
ら
晩
期
の
中
央
区
「
大
戸
本
村
五
号
遺
跡
」

で
は
、
山
形
土
偶
の
頭
部
か
ら
体
部
の
破
片
が
出
土
し
て
い
る
。
高
さ
七
・
五
㎝
、
厚
さ
七
㎝
余
で

あ
る
。
同
期
の
緑
区
「
馬ば

ん
ば場

御お
む
ろ
や
ま

室
山
遺
跡
」
で
は
、み
み
ず
く
形
土
偶
の
頭
部
等
も
出
土
し
て
い
る
。　

　

土
偶
の
世
界
で
は
基
本
的
に
顔
は
大
事
な
部
位
で
は
な
い
。
土
偶
で
は
、
乳
・
臍
・
正
中
線
・
性

器
が
強
調
、
デ
フ
ォ
ル
メ
さ
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
臍
の
役
割
は
、
胎
児
期
に
母
親
か
ら
栄
養
や
酸

素
の
供
給
を
受
け
て
い
た
管
（
臍
の
緒
）
の
痕
跡
で
、
縄
文
人
に
と
り 

見
え
る
形
で
母
体
と
の
つ
な

が
り
を
認
識
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
正
中
線
は
妊
娠
中
の
女
性
の
お
腹
に
で
き
る
縦
線
で
重

要
な
表
現
で
あ
っ
た
。
土
偶
は
豊
満
な
体
部
を
強
調
し
た
豊
穣
・
子
宝
の
女
神
で
あ
る
。
ま
た
、
様
々

な
髪
形
や
耳
飾
り
・
櫛
等
も
女
性
を
表
現
す
る
重
要
な
造
形
と
し
て
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
土
偶
に
は
、
割
ら
れ
る
土
偶
（
配
ら
れ
る
）
と 

祀
ら
れ
る
土
偶
（
幾
度
も
修
繕
さ
れ
な

が
ら 

家
内
に
祀
ら
れ
る
）
が
あ
る
。
山
梨
県
釈
迦
堂
遺
跡
は
、
東
八
代
郡
一
宮
町
（
現
笛
吹
市
）
と

東
山
梨
郡
勝
沼
町
（
現
甲
府
市
）
に
広
が
る
京
戸
川
扇
状
地
に
あ
り
、
東
西
に
連
続
す
る
四
カ
所
の

遺
跡
の
総
称
で
あ
る
。
旧
石
器
時
代
か
ら
平
安
時
代
ま
で
の
複
合
遺
跡
で
、
縄
文
時
代
中
期
の
住
居

跡
は
百
九
十
三
軒
。
割
ら
れ
た
土
偶
破
片
は
一
千
百
十
六
点
が
出
土
。
復
元
で
き
た
完
形
土
偶
は
一

点
の
み
。
谷
を
ま
た
い
で
立
地
す
る
住
居
跡
か
ら
出
土
し
接
合
で
き
た
土
偶
破
片
も
あ
っ
た
。
あ
る

い
は
、
千
葉
県
市
原
市
能の

う

満ま
ん
か
み上

小こ

貝
塚
で
は
、
イ
ノ
シ
シ
形
土
偶
の
左
右
の
後
ろ
脚
（
十
四
・
十
二

号
住
居
跡
）
と
胴
部
（
十
五
号
住
居
跡
）
が
別
々
の
住
居
跡
か
ら
出
土
し
て
い
る
．
左
右
の
前
脚
も

割
ら
れ
て
い
る
が
所
在
不
明
。
こ
こ
か
ら
も
割
ら
れ
る
土
偶
の
役
割
が
推
測
で
き
よ
う
．

　

反
面
、
少
数
だ
が
割
ら
れ
ず
に
住
居
や
祭
祀
跡
等
の
中
に
置
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
信
仰
の
対
象

と
し
て
作
ら
れ
た
土
偶
が
あ
る
。
こ
の
希
少
な
女
神
像
を
博
物
館
が
展
示
す
る
た
め
に
、
圧
倒
的
多

数
の
割
ら
れ
た
土
偶
が
収
蔵
庫
に
保
管
さ
れ
て
し
ま
い
、
見
る
側
に
誤
解
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
の
も

事
実
で
あ
る
。
土
偶
の
役
割
を
知
る
に
は
、
展
示
さ
れ
て
い
る
稀
少
な
完
形
土
偶
と
数
百
倍
の
割
ら

れ
た
土
偶
の
存
在
を
合
わ
せ
て
考
え
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
割
ら
れ
る
土
偶
は
世
界
的
な
穀
物
起

源
伝
承
で
あ
る
「
ハ
イ
ヌ
ウ
ェ
レ
伝
承
」（
註
３
）
に
起
源
が
求
め
ら
れ
る
。
一
方
、
祀
ら
れ
る
土

偶
は
土
俗
神(

男
根
神
と
女
体
神)

へ
と
継
承
さ
れ
て
行
く
も
の
で
あ
ろ
う
（
註
４
）。

　

次
に
、「
馬
場
御
室
山
遺
跡
」
の
深
鉢
形
土
器
の
口
縁
部
に
は
頭
部
欠
損
の
土
偶
が
二
ヵ
所
に
付
く
。
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♦巽遺跡の第一号竪穴住居♦緑区「松木遺跡」小形土偶

♦馬場御室山遺跡の土偶付土器♦馬場御室山遺跡の注口型土器

一
方
は
乳
房
の
付
く
土
偶
で
、
も
う
一
方
は
男
性
器
の
付
く
土
偶
と
考
え
ら
れ
る
。
深
鉢
形
土
器
は

高
さ
十
六
・
二
㎝
、
口
径
十
三
・
八
㎝
で
あ
る
。
同
様
の
土
器
は
、
口
縁
部
に
流
線
形
の
男
女
の
土
偶

が
付
く
栃
木
県
矢
板
市
坊
山
遺
跡
等
に
も
あ
る
。
同
様
の
思
考
を
持
つ
土
器
に「
双
口
土
器
」も
あ
る
。

双
口
土
器
か
ら
は
道
祖
神
の
男
女
の
よ
う
に
抱
擁
・
和
合
す
る
姿
を
二
つ
の
土
器
を
結
合
す
る
姿
で

表
現
し
た
と
す
る
考
え
が
有
力
で
あ
る
。
な
お
、
土
偶
に
は
動
物
や
海
産
物
の
豊
穣
を
願
う
土
製
品

も
あ
る
。
ま
た
、
祀
り
の
儀
式
で
用
い
ら
れ
た
土
製
仮
面
等
も
あ
り
、
総
合
的
に
俯
瞰
す
べ
き
も
の

と
い
え
る
。
更
に
、
土
偶
に
は
髪
型
・
服
飾
の
資
料
が
満
載
さ
れ
て
い
る
が
、
土
偶
は
食
材
表
現
の

神
で
は
な
い
こ
と
を
付
し
て
お
く
（
註
５
）。

　

さ
て
、
土
偶
の
儀
式
の
周
辺
に
は
、
土
器
に
土
偶
を
付
け
た
も
の
、
出
産
シ
ー
ン
（
座
産
）
が
文

様
と
な
っ
た
土
器
等
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
土
器
群
に
は
豊
穣
の
祀
り
・
子
授
け
の
祀
り
等
へ
の
供

え
物
が
入
れ
ら
れ
、
フ
グ
リ(

陰
嚢)
表
現
の
男
性
器
を
付
け
た
注
口
型
土
器
と
対
峙
す
る
も
の
で

あ
っ
た
ろ
う
。
豊
穣
の
祀
り
で
は
注
口
か
ら
豊
穣
を
呼
び
込
む
液
体
に
見
立
て
た
酒
等
を
注
ぎ
酌
み

交
わ
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。「
馬
場
御
室
山
遺
跡
」
の
注
口
型
土
器
に
も
注
口
部
下
に
フ
グ
リ
が

付
く
。
高
さ
十
八
・
五
㎝
、
口
径
九
・
四
㎝
で
あ
る
。
な
お
、
フ
グ
リ
付
注
口
型
土
器
は
東
日
本
に
多

数
出
土
す
る
。更
に
、全
国
に
分
布
す
る
石
棒
も
ま
た
男
性
器
を
モ
チ
ー
フ
に
し
て
い
る
。縄
文
人
は
、

日
々
、
自
然
界
の
命
の
再
生
を
願
う
儀
式
を
大
切
に
執
り
行
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

次
の
弥
生
人
も
、
子
の
無
事
な
出
産
・
成
長
と
子
孫
繁
栄
の
気
持
ち
は
同
様
に
持
っ
た
が
、
儀
式

が
稲
作
の
神
で
あ
る
太
陽
神
（
神
の
象
徴
は
銅
鏡
・
銅
鐸
）
へ
の
転
換
で
土
偶
は
作
ら
れ
な
く
な
り
、

女
神
か
ら
五
穀
等
が
誕
生
し
た
と
い
う
口
碑
・
伝
承
だ
け
が
オ
オ
ゲ
ツ
ヒ
メ
、
ウ
ケ
モ
チ
に
形
を
変

え
継
承
さ
れ
て
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

（
註
１
） 

筆
者
聴
取
。

（
註
２
）
当
時
の
結
髪
は
国
際
文
化
学
園
「
美
容
考
古
学
研
究
所
」
が
考
証
、
展
示
。　

（
註
３
） 

土
偶
は
、
縄
文
時
代
中
頃
～
終
末
に
か
け
て
盛
ん
に
作
ら
れ
る
が
、
釈
迦
堂
遺
跡
の
出
土
状

況
を
踏
ま
え
、
管
理
栽
培
・
耕
作
の
食
物
生
産
の
定
着
で 

①
土
偶
の
役
割
の
多
く
は
、
そ

の
体
か
ら
食
べ
物
の
源
を
出
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
「
女
神
」
を
表
し
て
い
る
と
い
う
考
察

が
あ
る(

世
界
的
に
は
麦
・
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
・
コ
コ
ヤ
シ
の
発
生
に
か
か
わ
る
「
ハ
イ
ヌ
ウ
ェ

レ
伝
承
」
と
呼
ば
れ
る)

。
女
神
の
土
偶
は
割
ら
れ
る
こ
と
を
目
的
に
作
ら
れ
、
作
物
の
豊

作
・
感
謝
の
儀
式
に
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
身
を
切
っ
て
子
孫
を
増
や
す
女
神
土

偶
は
イ
モ
文
化
の
象
徴
と
も
い
え
る
。
一
方
、土
偶
神
話
は
『
古
事
記
』
の
オ
オ
ゲ
ツ
ヒ
メ
、

『
日
本
書
紀
』
の
ウ
ケ
モ
チ
と
い
う
女
神
と
し
て
口
碑
・
伝
承
さ
れ
、
更
に
身
を
断
っ
て
お

宝
を
出
現
さ
せ
る
「
花
坂
爺
さ
ん｣

の
話
、｢

竜
宮
の
黒
猫｣

、｢

ハ
ナ
タ
レ
小
僧｣

等
々
の

昔
話
と
し
て
現
在
も
語
り
継
が
れ
て
い
る
。

（
註
４
） 

大
戸
の
お
聖
さ
ま
、
内
谷
氷
川
神
社
の
女
体
神
、
指
扇
の
池
上
家
浅
間
塚
の
胎
内
め
ぐ
り
等

【
筆
者
略
歴
】

昭
和
27
年
、
浦
和
市
北
浦
和
に
生
ま
れ
る
。
父
は
浦
和
、
母
は
大
宮
、
妻
は
与
野
で
育
ち
、
我
が
家
庭
で
は

さ
い
た
ま
市
誕
生
以
前
よ
り
三
市
合
併
が
成
さ
れ
て
い
た
。
こ
ど
も
時
代
は
駄
菓
子
屋
通
い
と
紙
芝
居
を
楽

し
み
に
、
古
老
に
街
道
の
昔
話
を
聞
き
、
母
の
郷
里
に
泊
ま
り
見
沼
の
自
然
に
遊
ぶ
毎
日
。
昭
和
50
年
よ
り

文
化
財
保
護
、
社
会
教
育
等
の
業
務
に
奉
職
す
る
。

へ
変
遷
、
伝
承
さ
れ
て
い
る
。

（
註
５
）
土
偶
の
形
状
は
、
体
の
部
位
と
そ
の
変
遷
を
「
編
年
表
」
等
で
俯
瞰
し
、
役
割
を
考
え
る

こ
と
が
大
切
で
、
頭
部
の
形
で
木
の
実
、
貝
等
に
似
て
い
る
と
す
る
視
点
は
誤
り
。

〔
参
考
文
献
〕
浦
和
市
教
育
委
員
会
『
浦
和
市
出
土
品
百
選
』
一
九
九
四
年



URAWA HOJINKAI 11

社長さん、こんにちは社長さん、こんにちは
苦難を乗り越えて
株式会社高速警備保障
代表取締役社長　飯島　裕幸（いいじま　ひろゆき）さん

【プロフィール】
【会社】
創業：2001 年（平成 13 年）／所在地：さいたま市南区別所３－ 32 － 25 ／概要：警備全般

【代表】
1954 年（昭和 29 年）１月19 日生まれ、71 歳。神奈川県横須賀市出身。飲食店や警備会社などで働き、
47 歳で起業した。

▼
多
く
の
職
種
を
経
験

　

両
親
の
顔
を
知
ら
ず
に
育
っ
た
私
は
横
浜

中
華
街
で
社
会
人
と
し
て
の
一
歩
を
踏
み
出

し
ま
し
た
。
神
奈
川
県
横
須
賀
市
出
身
で
す

の
で
、
横
浜
市
も
近
か
っ
た
で
す
か
ら
。
中

学
校
卒
業
後
、
最
初
は
料
理
人
と
し
て
住
み

込
み
で
働
き
始
め
ま
し
た
。
中
国
の
方
が

経
営
し
て
い
る
店
の
厨
房
の
中
で
働
い
た

り
、
自
動
車
の
運
転
免
許
を
取
得
し
て
か
ら

は
社
長
の
運
転
手
も
や
り
ま
し
た
。
昼
間
に

働
い
て
い
た
の
で
夜
間
に
高
校
へ
通
っ
て
い

ま
し
た
。
高
校
に
は
大
工
の
親
方
、
魚
屋
さ

ん
、
飲
み
屋
の
マ
マ
さ
ん
な
ど
が
通
っ
て
い

て
、
戦
時
中
に
勉
強
を
す
る
時
間
が
な
か
っ

た
人
達
が
在
籍
し
て
い
ま
し
た
。
多
種
多
様

な
仕
事
を
し
て
い
る
人
達
が
身
近
に
い
た
の

で
、
普
通
の
高
校
生
活
と
は
ち
ょ
っ
と
違
う

感
じ
で
し
た
が
、
皆
さ
ん
か
ら
人
と
し
て
の

考
え
方
な
ど
多
く
の
事
を
教
わ
り
ま
し
た
。

例
え
ば
、
人
と
し
て
受
け
た
恩
、
弱
い
も
の

に
対
す
る
考
え
方
、
他
の
人
に
対
す
る
人
と

し
て
の
行
動
で
す
。
義
理
と
人
情
と
や
せ
我

慢
。
こ
の
３
つ
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
れ
ば
人

と
し
て
逞
し
く
生
き
ら
れ
る
こ
と
を
教
わ
り

ま
し
た
。
仕
事
が
忙
し
く
な
り
任
さ
れ
る
業

務
も
増
え
て
高
校
は
卒
業
で
き
ず
中
退
し
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
こ
の
中
華
料
理
店
は
20

歳
く
ら
い
ま
で
勤
め
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
多
く
の
職
種
を
経
験
し
ま
し
た
。

自
衛
隊
員
と
な
り
、
全
国
各
地
の
駐
屯
地
で

も
働
き
ま
し
た
。
高
校
、
大
学
を
出
て
社
会

人
に
な
る
の
と
は
違
い
、
衣
食
住
が
整
っ
た

環
境
が
当
然
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
の
で
29

歳
で
自
衛
隊
を
退
官
し
て
か
ら
の
生
活
は
今

ま
で
の
当
た
り
前
が
当
た
り
前
で
は
な
い
の

だ
と
驚
き
ま
し
た
。
自
衛
官
時
代
は
、
お
金

が
か
か
ら
ず
恵
ま
れ
て
い
た
部
分
が
あ
り
ま

し
た
の
で
、
一
般
的
な
生
活
に
戻
る
の
に
少

し
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
。
石
材
店
や
国
会

議
員
の
私
設
秘
書
と
し
て
働
い
た
時
期
も
あ

り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
警
備
業
に
就
い
た

の
は
38
歳
の
時
で
す
。
少
し
遠
回
り
し
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
現
場
の
業
務
や
営
業
を

経
験
し
た
り
し
た
こ
と
が
今
の
私
の
土
台
に

な
っ
て
い
ま
す
。

▼
感
謝
の
心
忘
れ
ず
に

　

会
社
を
起
業
し
、
事
務
所
を
構
え
て
業
務

も
多
忙
に
な
っ
て
き
た
と
こ
ろ
、
従
業
員
の

皆
さ
ん
の
制
服
や
機
材
を
買
う
余
裕
が
な
く
、

毎
日
お
金
の
こ
と
ば
か
り
考
え
て
い
ま
し
た
。

辞
め
て
い
く
社
員
も
い
て
、
皆
さ
ん
に
は
本

当
に
苦
労
を
か
け
ま
し
た
。
苦
難
を
乗
り
越

え
て
落
ち
着
い
た
の
は
起
業
し
て
10
年
経
っ

て
か
ら
で
す
。
多
方
面
の
皆
さ
ん
か
ら
支
援

を
い
た
だ
き
、
頑
張
っ
て
来
ま
し
た
。
あ
の

時
は
本
当
に
助
か
り
ま
し
た
。
感
謝
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。

　

今
は
さ
い
た
ま
市
南
区
に
株
式
会
社
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
、
同
じ
く
南
区
に
株
式
会
社
ク

リ
ー
ン
と
い
う
会
社
が
あ
り
、
グ
ル
ー
プ
全

体
で
従
業
員
３
５
０
人
と
な
り
、
成
長
を
続

け
て
い
ま
す
。
会
社
を
続
け
る
中
で
、
辞
め

た
人
た
ち
が
戻
っ
て
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
た
め
に
新
し
く
営
業
所
を
作
っ
た

り
も
し
ま
し
た
。
実
力
が
あ
る
人
た
ち
も

戻
っ
て
き
て
く
れ
て
、
と
て
も
助
か
り
ま
し

た
。
今
と
な
っ
て
は
「
高
速
警
備
保
障
の
社

長
は
飯
島
さ
ん
だ
よ
ね
」
と
言
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
が
、
会
社
は
従
業
員
が
い
る

か
ら
こ
そ
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

は
皆
が
も
っ
と
幅
広
く
活
躍
し
て
会
社
の
名

前
を
広
め
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

仕
事
を
し
て
い
る
と
楽
し
い
こ
と
も
あ
れ

ば
、
当
然
辛
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な

時
の
私
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
方
法
は
本
を
読
む

こ
と
で
す
。
主
に
哲
学
書
を
読
む
の
で
す
が
、

１
年
間
で
１
０
０
冊
以
上
読
む
ほ
ど
読
書
が

好
き
で
す
。
読
書
は
仕
事
に
活
き
る
と
考
え

て
休
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

▼
税
に
つ
い
て
一
言

　

税
金
と
は
必
ず
自
分
た
ち
も
そ
の
恩
恵
を

受
け
て
い
る
事
を
理
解
し
な
が
ら
お
支
払
す

る
事
が
、
社
会
ひ
い
て
は
自
分
達
の
為
に
な

る
こ
と
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
が
経
営
か
ら

退
い
た
際
に
後
任
の
者
が
私
と
同
じ
よ
う
な

考
え
を
持
っ
て
く
れ
る
と
う
れ
し
い
で
す
。

第２9回 
後継者への事業承継を契機とした生産性向上

埼玉県事業承継・引継ぎ支援センター　統括責任者　石川　峰生
　今回は、事業承継を契機とした生産性向上について簡単に説明します。生産性の向上と言っていますが、分かりやすく
言えば、生産性向上も含めた企業業績の向上と捉えてください。

経営革新に取り組む時期2
　新たな取り組みが必要なのは、後継者だけではありません。現経営者が磨き上げに取り組んだ結果、後継者が魅力を
感じてその会社を引き継いだという例もあり、事業承継前の現経営者による取り組みは、事業承継の実現性を高めるこ
とが期待できます。
　一方で、後継者にバトンタッチ後に、後継者自身で考えて、新たな取り組みに挑戦するという事例もありますが、できれ
ば、現経営者と後継者との間で、ある程度の期間、対話を通じた将来の方向性を議論し、承継後に後継者に新たな取り組
みを託すことで、より取り組みの効果が上がることが期待できます。
　新たな取り組みを行うにあたって、設備投資など、資金調達が必要な場合が多く、それに対する補助金も用意されてお
りますが、過去の補助金を例にみると、生産性の向上が期待されることが補助金支給の要件になっているものもありま
す。その点からも、後継者による新たな取り組みが重要ということになります。
　なお、新たな取り組みを自前でやるケースが多いですが、新事業展開など自社にその経営資源がない場合に、M&Aに
よりそれらを獲得するというケースもあります。

おわりに4
　事業承継計画の策定してみたいといったご要望がある場合には、事業承継・引継ぎ支援センターにご相談ください。専
門家派遣による「事業承継計画策定支援」を一定の要件のもと無料で受けることができます。

対話とその整理のための事業承継計画3
　会社の将来を考えるにあたっては、現状把握（強みの整理、課題の抽出）、会社の磨き上げ、事業承継の時期など多岐
にわたる事項を、現経営者と後継者が一緒に考え、計画的に取り組む必要があります。そのためには、現経営者と後継者
が共通認識を持つ必要がありますので、「事業承継計画」の作成をお勧めします。

1. 企業のライフサイクルと事業承継1
　一般に、企業業績は、経営者の高齢化により悪化する傾向があると言わ
れています。企業が持続的な成長を図るには、経営革新的な取り組みが重
要です。特に、経済環境の変化が著しい昨今においては、持続的成長を図
るためには、新市場開拓・新事業展開などの取り組みが重要と言われてお
り、このような取り組みを行った企業とそうでない企業とでは、新たな取り
組みを行った企業の利益が総じて良好ということが統計でも示されてい
ます。
　事業承継との関連では、事業承継後に新事業展開に取り組んだ企業の
業績向上は極めて顕著で、他方、後継者が先代と同様の既存の取り組み
を行っているだけでは業績向上が見込みづらいということも統計で示さ
れています。特に、後継者が異業種参入・新商品開発・販路拡大等の取り組んだ企業の業績向上が顕著で、後継者にとっ
て必須の取り組みと言っても良いと考えられます。人手不足が叫ばれる現在の状況下で、従業員の減少に伴う設備導入
により、生産性が上がったという多くの事例があります。また、後継者が組織改革や人材育成に取り組んで、従業員のモチ
ベーションアップ、技術力・営業力の強化により、生産性が向上したなどの事例もあります。
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組みを行った企業の利益が総じて良好ということが統計でも示されてい
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業績向上は極めて顕著で、他方、後継者が先代と同様の既存の取り組み
を行っているだけでは業績向上が見込みづらいということも統計で示さ
れています。特に、後継者が異業種参入・新商品開発・販路拡大等の取り組んだ企業の業績向上が顕著で、後継者にとっ
て必須の取り組みと言っても良いと考えられます。人手不足が叫ばれる現在の状況下で、従業員の減少に伴う設備導入
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県税からのお知らせ

協会けんぽ埼玉支部の令和7年度保険料率は引き下げとなります

インターネットでカンタン申告・納税！
　地方税ポータルシステム「eLTAX（エルタックス）」をご利
用いただくと、窓口に出かけることなくオフィスや自宅から、
法人県民税・法人事業税の申告・納税ができます。
　簡単に申告書を作成することができる作成支援機能によ
り、税務ソフトウェアとの連携も可能です（eLTAX対応ソフト
に限ります）。
　また、電子申告に引き続いて、申告データをもとに納付情
報を発行して、「地方税共通納税システム」により、一度の手
続で全ての地方公共団体に対して電子納税をすることがで
きます。
　法人県民税・法人事業税に関するその他の申請書等の
提出や、個人住民税の特別徴収分に関する報告書等の提
出・電子納税など、eLTAXでできる地方税の手続は広がっ
ています。
　ますます便利になっていくシステム「eLTAX」を是非ご利
用ください。利用開始手続など詳しくは、eLTAXホームペー
ジ（https://www.eltax.lta.go.jp/）をご覧ください。
※平成30年度税制改正により、大法人が行う令和2年4月1日以
後に開始する事業年度の法人県民税・法人事業税の申告は、
eLTAXにより提出しなければならないこととされました。
　また、埼玉県では、令和2年10月に発送する予定申告から、

※40歳から64歳までの方（介護保険第2号被保険者）には、健康保険料率に介護保険料率が加わります。
※賞与については、支給日が令和7年3月1日から変更後の保険料率が適用されます。
※保険料額表は協会けんぽのホームページでご確認いただけます。

eLTAXで電子申請を行っている法人の皆様に対し、納付書・申告書
等様式の事前送付を廃止しています。送付再開を希望した法人へ
の申告書・納付書の送付は、令和５年度（令和６年3月発送分）まで
とさせていただきました。

【お問合せ先】
eLTAX（エルタックス）ヘルプデスク
　（電話0570-081459（ハイシンコク））
※上記の電話番号でつながらない場合
　（電話03-6745-0720）
各県税事務所又は県税務課
　（TEL０４８-８３０-２６５７　FAX０４８-８３０-４７３７）

南部ブロック公開講演会

　令和７年２月10日㈪ RaiBoC Hallに
て銀座ルナピエーナ オーナーママ日髙
利美氏による公開講演会を開催いたし
ました。
　「銀座のママに学ぶ 経営術と おもて
なしの心」と題し、職場環境を改善する
ためのコミュニケーション術や人付き合
いの極意などご自身の経験を基にした
実践的な内容を分かりやすくお話しい
ただきました。

協会けんぽ 保険料率 令和7年度 検索
【お問い合わせ先】
全国健康保険協会埼玉支部 企画総務グループ　TEL 048-658-5919

健康保険料率 9.78％ 9.76％令和7年3月分（4月納付分）から

介護保険料率 1.60％ 1.59％令和7年3月分（4月納付分）から



新入会員紹介
法人名 所在地 会員ＴＥＬ 職　種

合同会社　Ｍ＆ｍ
株式会社　本忠
有限会社　一馬コーポレーション
モンポン株式会社
シーケンシャルライン株式会社
有限会社　福祉ネットワークさくら
株式会社　美里　
株式会社　チェリービー
有限会社　上岡
株式会社　ＨＯＰＥ
有限会社　ナイトー標記
合同会社　FreeForm　School
株式会社　サックス
株式会社　プレジールシステム
株式会社　あしすと
株式会社　HDUO
株式会社　Ｃｒｅｅｍｏ
株式会社　日本住建
山和電業株式会社　
合同会社　スマイルパートナー
合同会社　メカ技研工業　　
椙山工業株式会社
株式会社　ケニーインターナショナル
サインポスト事業協同組合

070-3283-3030
048-672-3601
048-825-1880
048-716-2970
048-711-3733
048-831-1079
048-764-9889
048-762-7907
048-874-4964
048-711-3448
048-873-1167
048-676-7959
048-762-9088
048-606-2966
048-767-4930
048-789-6674
048-606-3292
048-708-4348
048-858-1031
048-606-4757
090-1216-7443
048-778-8493
048-762-3739
048-920-6277

浦 和 区
浦 和 区
浦 和 区
浦 和 区
浦 和 区
浦 和 区
浦 和 区
浦 和 区
緑 　 区
緑 　 区
緑 　 区
緑 　 区
南 　 区
南 　 区
南 　 区
南 　 区
南 　 区
桜 　 区
桜 　 区
桜 　 区
中 央 区
西 　 区
久 喜 市
草 加 市

広告・企業制作・イベント業務
情報処理サービス
薬局
建設業
保険代理店業
社会保険・社会福祉事業
不動産管理
情報通信業
電気工事業
接骨院・障害福祉
印刷　
児童福祉事業
動物病院
社会福祉業・情報通信業
電気工事
広告代理業
ホワイトニングサロン運営
建設業
電気工事業
ヨガ教室の経営
機械器具設置及び改造・修理
建築業
英語学習教室
サービス業

　東京都あきる野市から新小峰トンネ
ルをぬけると、八王子市になり、しば
らく行くと今熊神社があります。今熊山
の斜面と、今熊神社の斜面に咲き誇る
1500本のミツバツツジは、実に見事な
ものです。小さい草花と違い花木の咲
き誇る景観はとても素晴らしいです。
例年4月中旬が見頃のようです、薄い
ピンク色の桜と鮮やかなミツバツツジ
との競演が楽しめます。

撮影場所　　東京都八王子市

表紙の言葉「花の競演」　

撮影者・文　田島　啓次

2025年春号　No.258（令和7年4月1日発行）　
発　行　所：公益社団法人　浦和法人会／編集発行人：広報委員会
〒330-0063　さいたま市浦和区高砂３-17-15（さいたま商工会議所会館７階）
TEL 048-838-7755　FAX 048-838-7757
https://hojinkai.zenkokuhojinkai.or.jp/urawa/

お知らせ
　令和７年度法人会・会費の口座振替による徴収を下記
の通り実施させていただきます。
※領収書の発行は致しませんので必要な方は浦和法人会
　事務局までご連絡ください。

本会　引き落とし日　令和７年６月18日㈬
（当日引落できなかった場合　８月18日㈪に再引き落しいたします）

青年部会・女性部会
引き落とし日　令和７年８月５日㈫
（当日引落できなかった場合　10月６日㈪に再引き落しいたします）

　なお、会費のお支払方法は口座振替をお願いしており
ます。
　口座振替手続きに移行されていない会員様につきまし
ては、この機会に変更いただきますようお願いいたしま
す。口座振替依頼書が必要な方は本会事務局までご連絡
ください。

第14回定時総会及び記念講演会
開催のお知らせ

　５月20日㈫ザ マークグランドホテルにおいて、公益社団法人浦
和法人会の定時総会を開催いたします。
　正会員の皆様には、別途お知らせをお送りしますので、必ずご出
欠のご回答をお願い申し上げます。
　また、同日15時30分より、無料公開講演会を開催いたします。講
演会はどなたでもご参加いただけますので、浦和法人会ホーム
ページまたはＦＡＸにてお申し込みください。

URAWA HOJINKAI 14



埼玉総合支社


